
緒　　言

　本県奨励品種の「シロガネコムギ」は，１９７５年に指定

されて以来，小麦の奨励品種として，長い間兵庫県の麦

作を支えてきた．

　一般的に，小麦の収穫期は，入梅前後となるため，穂

発芽などの雨害を受けやすいが，「シロガネコムギ」は，

採用当時から全国に普及している品種の中で，最も早熟

であること１)が大きなメリットとなっていた．

　しかしながら，栽培面での欠点も顕在化してきた．「シ

ロガネコムギ」は，赤さび病やフレッケン症に極端に弱

いことから，これらの病症が蔓延することが多く，成熟

期まで生葉をほとんど維持できない．

　一方，本県産の小麦はわずか年産２,０００トン程度の生産

量で，製粉業界から求められている周年供給原料とはな

り得ないばかりか，本県産「シロガネコムギ」は，食感

などの点で，麺用としての適性が低いと評価されている．

　このように，「シロガネコムギ」は，生産者にとっても，

実需者にとっても，魅力が感じられない品種となってし

まった．

　そのような中，近畿中国四国農業研究センターで育成

された「ふくほのか」が，地産地消小麦として，小野市

で作付けされ始めた８）．本品種は，収量性が高く，製粉・

製麺適性も高い高品質小麦２）で，県下の製粉・製麺業者

も興味を示し始め，作付面積の拡大が図られようとして

いる．

　そこで，奨励品種決定調査を初めとする栽培・加工試

験結果から得られた知見を基に，「ふくほのか」の栽培特

性を記し，その栽培に取り組もうとする本県の農業指導

者，農家の参考に供する．

材料及び方法

　「ふくほのか」は，農業・生物系特定産業技術研究機

構近畿中国四国農業研究センターで開発され，中国１５１号

として関係府県で奨励品種決定調査に供試後，２００５年１２

月に小麦農林１６４号として命名登録された２）．奨励品種採

小麦新品種「ふくほのか」の兵庫県における栽培・加工特性
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要　　約

１　近畿中国四国農業研究センターで育成された「ふくほのか」は「シロガネコムギ」と比較して１０％

程度多収で，同程度に良質である．

２　製粉歩留まりも高く，２～４％程度の収率向上効果が期待できる．また，ゆで麺は粘弾性に富み，製

麺性も良好である．

３　子実中タンパク質含有率がやや低いが，実肥施用により高タンパク質化が可能である．

Cultivation and Process Propaties of New Wheat Variety "Fukuhonoka" in Hyogo  Prefecture
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Summary

� 　A new wheat variety， 'Fukuhonoka'  bred by National agricultural reseach center for Western region， has 

about １０% higher yield than 'Shiroganekomugi'， and has high qualitiy as well．

� 　'Fukuhonoka' has higher yield rate of flour up to about ２-４%．The noodle made from 'Fukuhonoka' has high 

viscosity and shows high score in noodle making test．

� 　Protein content in grains is lower than 'Shiroganekomugi'，but it is passible to produce wheat grains with 

high protein content by topdressing after heading． 
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用県は現在のところない．

　本県では，２０００～２００５年の６か年にわたり奨励品種決定

基本調査，施肥などの場内試験を行った．また，２００２～

２００５年の４カ年間，県下３～４か所で現地調査を行い，生育，

収量のデータを収集した．場内試験は，１１月上旬に散播

し，播種密度３００粒 /�，標準肥区は，窒素成分で総量

１.１kg/a（基肥０.６kg/a，追肥（１月下旬）０.２，追肥（２月下

旬）０.３），多肥区はその５割増しで総量１.６５kg/a 施用した．

なお，リン酸は全量基肥で０.６kg/a，カリは窒素と同時期

に同量施用した．現地調査田の耕種方法は，地域の慣行

に任せた．

　得られたデータのうち，品位等級は兵庫農政事務所に

依頼し，目視判定で実施した．また，製粉・製麺試験は

兵庫県製粉協会に依頼して実施した（２００４～２００５年）．

その際の供試サンプルは，奨励品種決定基本調査の標準

肥区の栽培方法に準じて場内で栽培されたものであるが，

両品種とも子実中タンパク質を増やし，加工性を向上さ

せるために，硫安を用いて実肥（出穂１０日後の施肥７））

を窒素で０.４kg/a 施用している．

　さらに，子実中タンパク質含有率の向上を図るため，

「シロガネコムギ」と「ふくほのか」を用いた実肥施用

試験を行った（２００４年）．耕種概要は奨励品種決定調査

の標準肥区に準じるが，実肥の施用について，窒素分で，

０，０.２，０.４kg/a の３区を設けた．子実中タンパク質含有

率は近赤外分光法（BUCHI 社製 NIRLabR　N２００）によ

り測定した．

結　　果

　「シロガネコムギ」との品種比較試験の成績を表１に示

した．「ふくほのか」は，「シロガネコムギ」に比べてやや

長稈で，穂長が長かった．また，穂数は少なく，千粒重

は大きかった．大粒のため，容積重はやや小さかった．

多肥区でわずかに稈が傾く程度の倒伏が認められたこと

があるため，耐倒伏性は「シロガネコムギ」より若干弱

い可能性がある．赤さび病は「シロガネコムギ」より発

生が少なかった．赤かび病もやや少ない傾向が見受けら

れたが，育成地所見では，赤かび病の抵抗性は，「シロガ

ネコムギ」と同程度の中である２）．

２

表１  ふくほのかとシロガネコムギの奨励品種決定基本調査における成績（２０００～２００５年）

障害の多少

品位
等級

千粒重容積重
同左
比率

子実重
赤かび
病

うどん
こ病

赤さび
病

倒伏穂数穂長稈長成熟期出穂期区別品種名

gg/L％kg/a本 /m２cmcm月日月日

１上～中３７．４ ７８５１１２５１．９ ０．６０．０１．００．０５２８ ７．５ ８０ ６．３４．１６
標準肥

ふくほのか

１上～中３４．９ ８００１００４６．７ ０．７０．０２．２０．０５７０ ７．３ ７２ ６．２４．１５シロガネコムギ

１上～下３５．７ ７８３　９８６６．８ １．００．０１．３０．２６９２ ７．９ ８４ ６．３４．１５
多肥

ふくほのか

１上～中３５．１ ８０４１００６８．７ １．３０．０２．３０．０７６４ ７．７ ７７ ６．３４．１５シロガネコムギ

注）障害の多少は無（０）～甚（５）の６段階．同左比率はシロガネコムギの子実重を１００とした場合のふくほのかの

子実重の割合．品位等級は兵庫農政事務所調べ．

表２  奨励品種決定調査現地調査における成績

千粒重
同左
比率

子実重障害の多少穂数穂長稈長成熟期出穂期播種期
品種名

試験
期間

調査
場所

（g）（％）（kg/a）
フレッ
ケン

赤かび
病

赤さび
病

倒伏（m２）（cm）（cm）（月日）（月日）（月日）

３８．３１０６５４．３０．５０．００．００．０４７５７．９８３６．７４．１９ １１．１２～
２７

ふくほのか
２００２～５龍野

３６．１１００５１．２２．００．００．００．０５１０７．０７６６．６４．１７ シロガネコムギ

３５．２１０７４４．５０．５１．０１．００．０５４０８．３７８６．７４．１５ １０．２６～
１１． １

ふくほのか
２００２～５西脇

３４．９１００４３．８２．０１．０２．００．０４５０７．６７５６．７４．１４ シロガネコムギ

３７．８１１１５４．０１．０２．００．００．０３９７８．４８０６．６４．１７ 
１０．２８ 

ふくほのか
２００２出石

３７．４１００４８．７３．０２．００．００．０４８４７．６７４６．６４．１６ シロガネコムギ

３４．０１０１４２．９０．００．００．００．０６１６８．５８１６．５４．１７ 
１１．１

ふくほのか
２００３日高

３３．７１００４２．４０．００．００．００．０６５４７．６７２６．５４．１８ シロガネコムギ

３５．０１１３５６．１０．８０．００．０１．５６５１８．２８５６．６４．１３ １０．３１～
１１．３

ふくほのか
２００２～５香寺

３４．７１００４９．８１．５０．００．００．０６２３７．４８０６．５４．１４ シロガネコムギ

３６．０１０８５０．４０．６０．６０．２０．３５３６８．３８１６．６４．１６ 
－

ふくほのか
－平均

３５．３１００４７．２１．７０．６０．４０．０５４４７．４７５６．５４．１５ シロガネコムギ

注）　障害の多少は無（０）～甚（５）の６段階．



　収量は，標準肥区で「シロガネコムギ」対比１１２％と，

多収である．多肥区の収量は同程度となったが，両品種

とも収量水準が６０kg/a 以上と非常に高くなった．

　品位は同程度ながら，全て１等と判定され，極めて良

好であった．

　現地調査の結果を表２に示した．各地で，「シロガネコム

ギ」に比較して同程度～おおむね増収していた．また，

フレッケン症は「シロガネコムギ」に比べてかなり少な

く，育成地の見解と一致した２）．

　製粉性調査結果を表３に示した．タンパク質は「シロ

ガネコムギ」に比べてやや低いが，製粉歩留は高かった．

　製麺性調査結果を表３，４に示した．ゆで麺の官能調査

においては粘弾性の評価が高かった．ただし，ゆで時間

は通常より１～２分短縮していた．これは，「ふくほのか」

が低アミロース品種であり２），通常のゆで時間では，や

やゆですぎとなるためである．２００４年は１７分，２００５年は

１６分としたが，１７分ではややゆですぎのようで，硬さの

得点が低くなった．「ふくほのか」の麺の外観は，両年と

もややくすむと評価され，２００４年の色，外観の評価は

「シロガネコムギ」に比べてやや低くなった．

　実肥窒素施肥による子実中タンパク質含有率の変化を

図１に示した．「シロガネコムギ」，「ふくほのか」ともに，

施用量が増えるにしたがって，子実中タンパク質も増加

した．「ふくほのか」は，各施肥水準で「シロガネコムギ」

の子実中タンパク質含有率を上回ることはなかったが，

０.４kg/a の窒素施用量では，「シロガネコムギ」とともに

１２％を上回った．

考　　察

　「ふくほのか」の収量の高さは，穂長，千粒重の値が

大きいことが主因と考えられるが，赤さび病やフレッケ

ン症による葉枯れが少ないこともひとつの要因であろう．

本品種に切り替えることにより，「シロガネコムギ」より

１０％程度の増収効果が期待できる．また，製粉歩留まり
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表３  「ふくほのか」の製粉性（２００４～２００５年）

テストミル６０％粉原麦

品種年次
タンパ
ク質

灰分水分
製粉
歩留

容積
重

タンパ
ク質

灰分水分

％％％％g/L％％％

７．７ ０．３１ １４．０ ６７．８ ７８８ ９．５ １．４ １２．４ ふくほのか
２００４

８．０ ０．３３ １３．２ ６５．０ ７８３ ９．８ １．４ １２．０ シロガネコムギ

８．６ ０．２９ １３．１ ６９．６ ８２３ １０．０ １．３ １１．８ ふくほのか
２００５

１０．１ ０．３０ １２．４ ６５．６ ８０８ １１．９ １．４ １１．５ シロガネコムギ

注）兵庫県製粉協会による調査．

表４  「ふくほのか」の製麺性（２００４～２００５年）

製麺試験

品種年次
合計食味食感

外観色ゆで時間
滑らかさ粘弾性硬さ

１００１５１５２５１０１５２０分

６８．５ １２．０ １１．０ １９．０ ４．０ 　７．５ １５．０ １７．０ ふくほのか
２００４

６９．５ １０．５ １０．５ １７．５ ６．０ 　９．０ １６．０ １８．０ シロガネコムギ

６８．５ １０．５ １０．５ １７．５ ７．０ 　９．０ １４．０ １６．０ ふくほのか
２００５

６５．０ １０．５ 　９．０ １５．０ ６．０ １０．５ １４．０ １８．０ シロガネコムギ

注）兵庫県製粉協会による調査．表中の太数字は各項目の満点．

図１　実肥施用による子実中タンパク質含有率の変化（２００４年）
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が２～４％程度高いため，小麦粉の収率も１トンあたり２０～

４０kg の歩留まり向上効果が期待できる．

　稈長が長いため，「シロガネコムギ」よりは倒伏に注意

が必要と考えられるが，堆肥を多量に連用するなど，極

端な高窒素条件でない限り，施肥量は「シロガネコムギ」

並みでよい．

　子実中タンパク質含有率は「シロガネコムギ」より低

いが，実肥施用によりタンパク質含有率は制御可能であ

る．窒素の実肥（穂揃期から５～１０日後追肥）施用が子

実中タンパク質含有率を増加させる効果があることが知

られており３，４，５，６，７），図１に示すように，実肥施用によって，

「ふくほのか」も１２％以上のタンパク質含有率を示し，

麺用に求められるタンパク質含有率の上限値（１１.３％）

を超えた．このことは，１１.５％以上の高含有率が条件と

なる醸造用小麦（醤油用）としての用途にも，実肥の適

量施用により，使用可能となることを示している．

　「ふくほのか」は，タンパク質含有率が高くなくても，

製粉歩留まりが高い特徴を持っている１)ため，一次加工

性 (製粉性）はタンパク質含有率を上昇させなくても十

分高い．しかし，二次加工性（製麺性，製パン性）によ

り高タンパク質麦を望む場合には，実肥施用を必要条件

として「ふくほのか」の導入を考える必要がある．

　製麺時には，やや低アミロース品種であるために，ゆ

で時間に注意を要するが，通常より２分程度短縮すること

により，品種特性を発揮でき，粘弾性・硬さともに良好

な麺となる．外観はややくすんでいるとされ，この点で

は，「シロガネコムギ」を上回る評価は得られていないが，

小野市では，この外観上の特性を地産地消小麦の特徴と

して，逆に消費者にアピールしようとしている．

　小野市の取り組みは，「ふくほのか」利用の先例として、

後続者に与える影響が大きいと考えられるので，今後も

動向に注目していく必要がある．
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